
日本学生支援機構 予約奨学金
申込手続き説明

2026年度大学等入学予定生対象

太成学院大学高等学校



配布資料

『大学等奨学生予約採用申込関係書類 在中』と書かれた封筒』

• 給付奨学金案内（ピンク色の冊子）

• 貸与奨学金案内（綠色の冊子）

• 申込みのてびき（青色の冊子）

• 『給付・貸与奨学金早わかりガイド』（冊子）

• 奨学金確認書兼地方税同意書

• 2026年度大学等入学予定者対象 日本学生支援機構予約奨学金説明資料

• 機関保証制度資料

• 大学等進学のための奨学金等制度のご案内



日本学生支援機構予約奨学金とは

➢ 高校時に申し込み（予約）をし、大学等に入学後再度手続きを

行うことによって自らが希望した月額を給付・貸与される奨学金

⇒ 高校生の期間には一切の給付・借入ができない。

☆入学金等に使うことができない！！

➢ 借用人は生徒本人

⇒ 理由なく返済しなかった場合はブラックリストに載る場合がある

☆ 必ず毎月の返還額を考えて申し込むこと



1. 日本学生支援機構予約奨学金

① 給付奨学金 （ピンク色冊子『給付奨学金案内』参照）
国の高等教育の修学支援新制度の一つとして、意欲と能力のある若者が経済的理
由により進学及び修学の継続を断念することがないよう原則として返還義務のな
い奨学金を支給する制度

＜ 申込資格・選考基準＞

• 2年生末までの評定平均値が3.5以上の者

• 進学しようとする大学等における学習意欲を有すること

• 「収入基準」及び「資産基準」がいずれも該当すること（P.4～P.6参照）

⇒ 申し込んだ全員が採用されるわけではない

（申込時に学校の担当者が家計基準について判断できないため）



① 給付奨学金 （ピンク色冊子『給付奨学金案内』参照）

A. 給付型奨学金は収入基準に応じて4つの支援区分にわかれる（P.4参照）

B. 支給金額は世帯の所得金額による区分と学校の設置者及び通学形態に
よって定まる金額（月額）が原則毎月振り込まれる。（P.7～9参照）

（例）
私立大学に自宅から通学 + 世帯の所得区分が第Ⅰ区分に該当

⇒ 38,300円
私立大学に自宅外から通学（寮など） + 世帯の所得区分が第Ⅰ区分に該当

⇒ 75,800円
☆ 自宅外通学には別に規定があるので、P.9をよく読んでください。

☆ 修学支援制度における多子世帯支援が拡充されました（P.8～11参照）



② 貸与奨学金 （綠色冊子『貸与奨学金案内』参照）

「貸与」奨学金は「借りる」ものです。

将来、返還の義務がありますので借りすぎには注意してください。

貸与奨学金の種類

A. 第一種奨学金・・・無利子、原則毎月振り込み

B. 第二種奨学金・・・有利子、原則毎月振り込み

C. 入学時特別増額貸与奨学金・・・有利子、上記の奨学金の初回振り込み時に

振り込み （1回限り）



A. 第一種奨学金（無利子）

a. 家計支持者（父母両方）の収入・所得基準有り（P.6～8参照）

b. 評定平均値が3.5以上であること

※1 家計支持者（父母両方）の2024度市町村民税が非課税（0円）

または生活保護受給者である場合はBの条件は課されない。

（ただし、進学先で優秀な成績を修めることができると

学校からの推薦が必要）

※2 給付奨学金が採用された場合、収入区分によって貸与月額が

調整されることがあります（P.10参照）

※3 貸与金額はP.9を参照してください



B. 第二種奨学金 （有利子）

家計支持者（父母両方）の所得による採用基準有（P.7～8参照）

• 貸与希望月額を選択することができる（P.9参照）

（20,000円から1万円刻みで最高120,000円まで）

※ 注意 ※

借入が高額になると、毎月の返還金額も大きくなります。

返還金額のシュミレーションを必ず行ってください。



C. 入学時特別増額貸与奨学金（有利子）

★ 入学時特別増額貸与（有利子）

↑ この奨学金のみの申込は不可

• 自分で希望した金額（10万円～50万円）を借入できる。

• 進学後に手続きが必要（高校生のときに入金はない）

※ 外部の奨学金によっては、この奨学金を申し込まなければ

利用できない種類のものもあるので確認してください。

※ 国の教育ローンを利用した場合、こちらの奨学金の利用は

できません。



申込スケジュール予定

① 書類配布 5月1日（木）～ 担任の先生から全生徒へ配布

↓

② 申込希望者は5月30日（金）までに「申込みのてびき」へ記入をし、担任の先生へ提

出してください。書類に不備がなければ入力に必要なユーザIDとパスワードを発行します。

（不備があると入力できません）

↓

③ 6月13日（金）までに各自スカラネット入力し、画面に発行される受付番号を記入

してください。

↓

④ 申込み完了後、専用画面に移りマイナンバーを入力してください。

↓

⑤ 入力後、1週間以内に「奨学金確認書兼地方税同意書」を簡易書留で郵送してください。



スカラネット入力の下書き（申込みのてびきP.4～P.27）

① インターネットを用いて生徒本人が入力

作業を行います。（P.36～43参照）

② 入力内容が記入されておらず、手続き

ができない生徒が毎年いますので、きちん

と確認し、記入してください。



スカラネット入力の下書き（P.4）

• 「奨学金確認書兼地方
税同意書」に記載されて
いる申込IDとパスワード
を転記してください。

• 自分自身で決めたパス
ワードを記入（8～16文
字半角英数字）



スカラネット入力の下書き（P.7～9）

生徒本人の情報を

記入してください。



スカラネット入力の下書き（P.11）

・ 記入例に従って

生徒本人の情報を

記入してください。 卒業年月
2026年3月

本校は「全日制」
1～5組は「普通」を選択
6～8組は「その他」を選択 大阪府育英会などは

含まない



スカラネット入力の下書き（P.13～15）

• 希望する奨学金の内容を記入してください。

1.「第一種奨学金のみ」審査を希望
2.「第二種奨学金のみ」審査を希望
3.「併用貸与」「第一種奨学金」
「第二種奨学金」の審査を希望する

・第1種奨学金⇒（無利子）
・第2種奨学金⇒（有利子）
・併用貸与⇒第一種奨学金と第二種奨学金を
同時に利用

※貸与奨学金の結果に「第一種奨学金または
第二種奨学金」が加わります。
これに決定した場合、進学時に「第一種奨学
金」か「第二種奨学金」のどちらか一方を利
用することができます。

黄色部分で選択した内容
に沿って、月額金額や保
証制度の記入をしてくだ

さい。



スカラネット入力の下書き（P.17～19）

• 世帯の状況の記入を

してください



スカラネット入力の下書き（P.23）

• 生計維持者の情報を

記入してください

• 2024年12月31日時

点の生計維持者の扶

養親族について記入

してください。



スカラネット入力の下書き（P.25）

• 2025年1月1日時点の生活

保護受給の状況を記入して

ください

• 給付奨学金及び授業料減免

を希望する方は、資産の記

入をしてください。



スカラネット入力の下書き（P.27）

• 生計維持者が1人となる理由

生計維持者が1人であると申告した人は、その

理由についても申告が必要です。

・奨学金振込口座情報

預貯金口座の情報をマイナンバーとともに事前

に国に登録している人は、口座を奨学金の振込

先に指定することができます。



提出書類一覧表
（該当者のみ提出 P.48）

・ 該当者は全ての提出書類をまと

めて、一番上にこの用紙をつけて

学校へ提出してください。

・ 該当する項目にかならずチェッ

クを入れて、書類の不備がない

か確認してください。



記入例を見ながら

書類を準備して

ください。

「奨学金確認書兼地方税同意書」への記入



奨学金確認書兼地方税同意書の郵送について

必ず同封されている

水色の封筒を各自で

郵便局窓口にて簡易書留で

郵送してください。

記入漏れがないように注意して

ください。



提出書類 まとめと提出期日

• 提出書類 申込みのてびきにスカラネット入力項目を記入し提出

•手続きの流れ （ア）5月30日（金）までに書類の記入⇒担任へ提出・確認を受ける

⇒ID・PWの発行

（イ）６月13日（金）までにスカラネット入力し受付番号を記入

（ウ）スカラネット入力後、専用画面にマイナンバーを入力

（エ）入力後、1週間以内に「奨学金確認書兼地方税同意書」を簡易書留

で郵送



連絡事項

• 申込希望者が毎回多いため、書類は必ずご家庭で確認・記入・入力を

してください。書類不十分で不採用となるケースも毎年ありますので、

生徒自身が借用人となる自覚と責任をもって申込を行ってください。

• 提出期日を守れない場合、申し込みができない場合がありますのでスケジ

ュールに余裕をもって準備してください。

• この申し込みは自己責任です。締め切り後、申し込みを希望されても対応

はできかねますのでよろしくお願いします。



• 担当者

鳥井・大石

・場所：2階入学企画室

人数が多い場合は、対応する場所を変更します。

対応は主に放課後となります。


